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ウェットティッシュ・ワセリンなどの保湿剤・各種タオル・タオルケット（毛布
代用）・キャンプ用固形燃料・アレルギー対応食品・同ミルク・粥などの
レトルト食品・アルファ米・即席みそ汁・即席ポタージュ・使捨てスプーン・
紙皿や紙コップ・大判風呂敷（避難所でのプライバシー確保）・大判の
ゴミ袋（場合によっては寝袋代用）・マスク・アイマスク・生理用ナプキン・
耳栓・消毒手洗い剤・泡ポンプ式シャンプーや液体石けん（阪神の時
はありませんでしたが）。そのほか定番のラジオ・懐中電灯・スペア電池・
ペットボトルなどは欠かせません。逆に提供いただいても医師法・薬事
法などの関係でお届けできないのがステロイド外用薬やプロトピック軟
膏などの医薬品です。私どもは医療従事者ではありませんのでその辺
の事情をご理解ください。

阪神淡路大震災で当座、役にたったモノ
……………………………………
……………………………………

震災後、一週間あまりで盛岡市内に限り戸口までの宅配便ルートがで
き、それ以後は「もりおかこども病院」と「盛岡アレルギーっ子サークル・
ミルク」を拠点に支援物資を送達、そこから多くのボランティアの方々の
手で陸前高田市など沿岸部へ配送されたと云うことです。なお宅配
便のドライバーもちょうど配達時間だったこともあって津波の犠牲となり
未だ多くの方が行方不明とか、そんな中で翌日には大阪から盛岡に
支援物資が届くのには頭がさがります。
さて気安くお付き合いしている患者さん有志には、手数をお掛けして
手紙を書いていただきました。それぞれに真心のこもったコメントを頂

戴し、協会で冊子のようにまとめて支援物資とともにお届けするように
いたしました。さらにまた長引く避難所生活では情緒面でのケアが望
まれ、「食」と「医」が最優先される被災地では、まだまだ子供さんへの
こころのケアまでは手が回らないと云うことです。地震による倒壊や津
波で突然に両親を失った子供さんもいて、私事で恐縮ですが編集子
も戦争で父親を無くしているだけに心情はよく判ります。長年にわたっ
ての心の障害が懸念され、どのように手を差し伸べるか今後の大きな
課題です。そこで支援を頂戴する際には絵本や塗り絵などをお願いし
ており、折り紙やお絵描き帳なども集まっております。これらの支援物資
は仕分けし沿岸部の避難所に順次、お届けいたします。

なお協会では息の長い患者さん支援を行います。これからはじまる
仮設住宅での暮らし、長引く避難所での暮らし、そして疎開先での
暮らしなど、アトピー・アレルギーの悪化要因ばかりのなかで、私たち
はどんな支援ができるか…。これからの課題として取り組みます。お
困りの時は遠慮なくお申しつけください。

また日頃、モニターなどで協会に協力いただいておりますアトピーの皆さまには絵本とクレヨンなどの支援をお願いし相当数が
協会に届けられ励ましのお手紙とともにセットに組み直して被災地にお届けしました。

以下 の支援物資が患者会員さまから寄せられました。
◆ 絵本／100冊　◆ クレヨン＆クレパス／50箱　◆ ぬりえ・ノート＆お絵描き帳／100冊　◆ 折り紙／100セットほか
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森 永 乳 業 株 式 会 社    
亀 田 製 菓 株 式 会 社
株 式 会 社アルボース
株 式 会 社 禾（ のぎ）
ダイワボウノイ株式会社

マ ル ホ 株 式 会 社
大 衛 株 式 会 社

宮 井 株 式 会 社
株式会社サンワード商会

テレビ大 阪 株 式 会 社
株 式 会 社エクロール
西宮市 中島クリニック
草 津 市 福 田 潤 子
東大阪市 須 賀 凌 子
西 宮 市 渡辺ともか

富田林市 松 本 栄 子
堺 市 さいとうしのぶ
（株）構造機能科学研究所
（有）ユタカプロモーション
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アレルギー対応粉ミルク「ニューＭＡ１」350ｇ缶/120缶
ハイハイン米菓４ケース
手指消毒剤「アルボナース・ハンドスプレー」750本
自然素材手づくりクッキー50箱
アレルキャッチャーマスク子供用1300枚大人用2000枚
　錠剤形次亜塩素酸系除菌剤「スザク」100包入り１ケース
敏感肌用化粧品２ｅ（ドウーエ）乳液・化粧水ほか300セット
子供用マスク2000枚・ノンアルコールベビー用コットン20包×90箱
　吸水防水シート25袋
大判綿風呂敷50枚
防寒衣料スキーウエア　主に子供用上下セット344着　
　大人用サイズ40着　ほかに銅イオン枕20点
絵本100冊　バンソウコウ150枚・ハブラシ120本・マスク20枚
メディクリームパウチパック1000個
哺乳瓶計50本
哺乳瓶8本・ニューＭＡ1大缶１
クレパス70箱
ニューＭＡ１・おしり拭き各１・離乳食6・ウエットティッシュ12・菓子4
　ガーゼハンカチ２
粉ミルク「ミルフィー」ほか大缶4缶・マスク60枚・くつ下12足
絵本80冊
ＲＩＭソープほか
「たこるくん」ぬりえ60冊・〃ノート160冊・〃自由帳160冊
　クレパス50セット

以下の企業・個人有志の方々から支援物資が届けられました（順不同 ４月11日現在）

近畿大学医学部 奈良病院 皮膚科教授

―先生のアトピー性皮膚炎の治療について
　　お聞かせください。

まず、患者さんがどういうことを悩まれているか、また
こだわっておられるかですね。かゆいとか発疹があ
るとか、ステロイド外用剤はいやだ、飲むのは嫌だとか、
そういうことをだいたいおっしゃられるので…それな
ら、それに対応したこういう方法がありますよという
話をします。僕らのところはアトピー性皮膚炎に関し
たパンフレットを作っていて初診の人にまた読んで
おいてねってお渡しします。そして検査をしてIgEと
か好酸球などの検査をしてだいたいの方向性を見ます。そし
て僕の外来へくることになれば、検査のデータをもとに患者さん
個人に合った治療法を検討していきます。

―先生はいろんな治療法を提示されておられますが…

免疫抑制剤、漢方療法、自律神経訓練、ストレス、腸管異常の
検討など各個人にあった治療法を検討します。変な話しですが、
こうやったら治せるっていうスタンダードなものがなかったんです
よ。だから外用剤が嫌な人にステロイド塗りましょっていっても無
理なんです。渡したって絶対塗らない。百歩譲って、不安に思
いながら塗ってもらっても効かないんですよ。毒と思って塗る人
なんて誰もいないでしょ。「効きめは気持ち次第」なんですね。
つまり効くと思って塗ったり、効くと思って飲まないと効かないん
ですよ。それは常識としてみんな知っていたことですが、科学
的にも証明されてきたことがわかりました。ころんだときに知らな
い人にかわいそうだなってなでられるより、母親になでてもらった
ら痛みが和らいだりするじゃないですか。あれです。
難しい話だけど赤ちゃんがピーピー泣いているときにね、もちろ
ん皮膚もアレルギーなんだけどお母さんの心も反映してたりする。
アトピーに限らず漢方療法の中には「母子同服」っていう薬が
あって、これはお母さんだけ飲む薬なんです。赤ちゃんはお母さ
んの心臓の音聞いているじゃないですか、その音がドキドキし
ていたら子供も不安になる。3千年前からこの薬はあるんです。
批判的にいうと、それは漢方薬の成分が効いてるのかは分か
らないけど、お母さんが誰かに勧められてその人を信じて薬を
飲んでお母さんの心配が減った。そのためにお母さんの心拍
数が下がり、子供のストレスが下がって病気がよくなった。漢方
の世界にはそういうのがごく普通にあるんです。彼らは大昔か
ら何千年も前から要するに医療はこんなもんやと思ってるんで
すね。でも今の日本の社会では西洋人のルールで物事を見な
いといけない。
神経性皮膚炎という言葉は昔からあってそういうのは心理的な
病気だと思ってた。それをアメリカ人たちがIgEとか見つけてそ
ういった概念を強く植えつけたがために、確かに学問は進んだ
けど、治療としてそれが適切かどうかは疑問があるんです。体
調も精神状態も違う人を、同じ方法で測定して適切かどうかは
誰もわからないものですからね。漢方では患者さんを診断する“証”
って言う言葉には、精神的なものも含んだものの現れとらえます。

―漢方療法ついてはどのようにお考えですか？

漢方療法でも僕は漢方薬をやってるのではなくて、全体をどう
考えるかの方が重要な気がしてます。
漢方薬を飲んだから効くとかって判らないんですよ。むしろ漢
方を好きな先生のところに行って相談しながらやる。しかし、そ
の先生方の多くは東洋医学を勉強しているから考え方が西洋
医学の考え方とちょっと違うところがあるわけ。その患者さんの
病気を診るんじゃなくて、その人全体を診るような治療をします。
たとえばあんたは「引越ししたらどうか」とかね。
昔はそういうことが簡単に言えたんだけど、先生をお父さんみた
いに慕ってくれてたりしていたけど、今はそんなこと言えば「ほっ
といてくれ」みたいになる。だから主に軟膏とかで治療していく。
そうすると皮膚の表面の話だけになるでしょう。「便通どうですか？」
とか「学校いそがしいんか？」とかいう話をだんだんしなくなって
きた。とくに若い先生はね。「先生なんか世間話してますよね」
っていわれるけど世間話が大事なんですよ。
漢方っていう治療法というのは、薬、つまり漢方薬に頼るのでは
なくって、人をどうコントロールするかっていうことなんですね。つ
まり「病を診るのではなく人を診なさい」って言葉が漢方治療の
中にはあって、“証”というのはそういう意味だと思うし、漢方の
世界の先生はそういう方が多いと思いますよ。
患者さんから「漢方薬で治療できませんか？」と聞かれますが、
僕らは基本的な発想として、ちゃんとそのとき付加的に漢方薬
はあるけど、漢方薬をつかったからといって、三日で直るってこと
は無いからね。
でも薬だけに頼るってのはどうかなって思う。“証”はとても大事
なんだけど、やっぱりある程度効かせなダメやしね。その辺が難
しいんだけどね。まあどんな病気でもそうだけど全身を診て治
療せなあかんなと、そうした方が良いんでしょうね。そういったと
きに今のガイドラインはちょっとそういう言葉が足らないようなこと
がある。薬物療法だのなんだの書いてあることは間違いじゃな
いよね。だけどその奥に潜んでいる、その病気が起こってくるバ
ックグランドみたいなものがある。それについて昔はごく普通に
そういうところも治療してたわけでしょう。
ただ、今それがガイドライン化されればされるほど、エビデンスベ
イスドをやればやるほど、そういうことがなくなってきたんじゃない
かなと思いますね。だから切り口として、漢方みたいなのがあっ
てもいいんとちがうかなって思いますね。

山田 秀和 先生

ただ支援物資を届けるだけでなく「ねぎらいの気持ち」を
伝えたい…、そこでお手紙を入れました。
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